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福井県立大学教員が自治体 DX の書籍を出版 

 

2026 年 3月 13日、古今書院より、地域経済研究所の青木和人教授の新著 

『自治体 DX時代の GIS活用術―福祉・教育・環境部門での EBPM 実践―』 

（A5 判・146頁・税込 3,300 円）が刊行されます。 

本書は、自治体 DX 推進の中核ツールである GIS(地理情報システ

ム)について、統計データや客観的根拠に基づいて政策を立案・評価す

る EBPM（Evidence-Based Policy Making）の考え方を軸に実践する方

法を解説するものです。福祉・教育・環境など、これまで GISを活用して

こなかった部門における具体的な活用事例を示しながら、経験や勘に

依存しない根拠に基づく行政運営をいかに実現するかについて解説し

ます。さらに、部門横断的なデータ活用の仕組みづくりや組織的課題

にも踏み込み、全庁的な自治体 DX 実践へとつなげるための現実的か

つ実践的な方策を提示する自治体職員・DX 担当者必携の実践書で

す。 

 

【書籍概要】 

■ 書名：自治体 DX時代の GIS 活用術    ―福祉・教育・環境部門での EBPM 実践― 

■ 著者：青木 和人 

■ 発行日：2026年 3 月 13 日 

■ 発行：古今書院 

■ 仕様：A5 判・146 頁 

■ 価格：3,300円（税込） 

■ ISBN：978-4-7722-4241-7  
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